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すがＣＯＰ３というのがありまして，温室効果ガスを減ら

す義務が発生しました．日本は減らす期間が１９９０年か

ら２０１２年まで６％減らすというのを会議でのまされま

した．EU は８％，アメリカは７％，途上国は減らす義務を

負わなかった．アメリカは同意したが，発展途上国が義務

量ゼロなのに変じゃないかとなりまして，批准しないと結

局，アメリカは何もしていない．日本企業は真面目に６％

下げる努力をして，国内では達成できなかったので，海外

の二酸化炭素が減った分を大手企業さんがお金を払って買

って達成しました．ところが日本企業から８千億円ぐらい

海外に流れていった．そのうちの全世界の７割が中国に集

中してしまい，そのほかにも４千億円くらい手数料が中国

に入っているのが実態です．そのお金を支払っている大企

業の皆さんにしてみたら，結局お金が海外に流れていくだ

けで良いこと無いでは無いかとなり，では国内でお金が廻

るようにしましょうとなり，出来たのがこの国内クレジッ

ト制度です．要は先ほど説明したとおり海外から買うので

は無く，国内の中小企業さんががんばって減らした二酸化

炭素の分を買って国内でお金を廻るようにしましょうと，

というのができた背景です．ＣＯＰ３京都議定書の第二約

束期間というのが２０１３年，今年から２０２０年までな

のですが，その期間，日本は入らないと言い切っています．

ちなみに今年の J-クレジット制度で活用しているのは，洞

爺湖のお祭で使っています．これは珍しいパターンなので

すが，洞爺湖で行ういろいろなお祭で発生する二酸化炭素

分を北海道の企業さんが買ってやっている．こういったま

とめた使い方はこれがはじめてです． 

三つ目は苫小牧でやっています CCS 実証プロジェクト．

CCS とはカーボンダイオキサイドキャプチャーアンドスト

レージ．二酸化炭素を捕まえて貯留しますという略です．

これは日本で初めてなのですが，苫小牧沖が選ばれて動い

ています．ボーリングで掘って，砂岩とかの隙間にある貯

留層に二酸化炭素を入れて，その上に遮蔽層の下に閉じ込

める．圧入井を今，二本掘っていて滝ノ上層と萌別層，観

測するための井を滝ノ上，萌別，CCS-1 と三つ掘っていま

す．今やっているのが，OBC というケーブルなのですが，

海底受信ケーブルを掘削し終わっています．OBS という地

震計も入れています．これが断面図なのですが，まっすぐ

から斜めに掘っています．二本入れて掘っています．結局，

ここが砂岩の遮蔽層で，ここで処理をして上で重しをかぶ

せる感じで，簡素ですが，これが断面図です．スケジュー

ルなのですが，これは去年から動き出しまして今年度は地

震計などを設置したところです．２７年までに設備をほぼ

完成させて，後半に試運転し，２８年には運転，圧入，観

測となります．その後は，平成３２年から実用化を目指す

スケジュールになっています．苫小牧で今，こういうこと

が行われています． 

最後に四つ目なのですが，当局の環境関連事業への取り

組みということでそのうちの一つ目，企業連携というのを

今，支援しております．この四つの会社さんの技術を取り

入れてやっております．今金町の今岡建機さん，新ひだか

町の静内衛生社さん，帯広のアクトさん，中標津のたすく

さん，この四つの企業の技術を組み合わせて，高効率，低

コスト，省スペースの排水ユニットを試作開発しておりま

す．道庁系の北海道中小企業総合支援センターさんから事

業費をいただいて動いておりまして，北海道大学，産業技

術総合研究所，道立総合研究所機構の指導を受けながら，

芦別にあります，ジンギスカンやしゃぶしゃぶのたれで有

名なソラチさん，ソラチ芦別工場の排水をお借りして，今

現地で実証実験を行っているところであります．次に海外

展開支援の説明ですが，今まさにうちの伊藤課長，担当係

長が同行して行っていますが，ベトナムで開催されていま

すベトウォーター２０１３という展示会に今出展しており

ます．道内の水処理企業１０社で投資ミッションを派遣中

です．向こうで展示会に行くだけでは無くて，一番初めに

政府関係機関に会い，向こうの環境関連業界，それから企

業さんと交流を図り，事業展開の可能性調査を行っており

ます．その足で１６から１８まで，今日が最終日なのです

が，ビジネスマッチングと展示会を今，鋭意やっていると

ころでございます．これの結果はまたのちほど，どこかで

ご報告いたします．ちなみにベトナムはどのような国かと

言うと，人口はだいだい８９００万．社会主義ですが親日

で，日本との関係は経済連携協定が２００９年に結ばれて，

今年の７月に二国間クレジット，後で説明しますが結んで

おります．ベトナムからの対日輸出は，去年一年間で１３

０億，輸入が１１６億ということで品目的には原油とか鋼

製品が輸出している国となっています．日本からは機械と

か，機械部品．パソコン，電子機器，鉄鋼が主な輸出品目

になっています．これが海外展開です．三つ目としまして，

個別企業の技術力強化の底上げということで，全部では無

いのですが私どもの課がサポートし，いろいろと行ってい

る事業の一覧でございます．一番上が，ものづくり補助金

というものなのですが，これ２４年度補正と書いています

が，今動いている事業でして，全国で一万社が採択になり，

北海道が１８８社採択になり，そのうち環境関連がこの７

つが採択されました．アクトさん，角川建設さん，寿産業

さん，静内衛生社さん，高橋組さん，十勝バイオ環境さん，

バイオマスソリューションズさん．その二つ目なんですが，

これは２４年から２６年まで三カ年事業なのですが，野村

興産でやっています戦略的基盤技術高度化支援事業，サポ

ートインダストリィというやつなのですが，これが今動い

ております．これは事業者さんが野村興産で，事業管理者

が北見工業技術センターさんが行っています．三つ目がグ

ローバル技術連携支援事業というもので，これも三カ年で

中標津のたすくさんとリードネットが行っている事業で，

これも後ほど詳しく説明いたします．それからその下，貿

 

 

講演Ⅲ：「地域資源を活用したバイオマスタウンの形成」  

下川町環境未来都市推進課 課長 長岡 哲朗 氏 

 

ご紹介いただきました．下川町環境未来都市推進課の長

岡でございます，本日は宜しくお願いします．私ども本当

に小さな町でございまして，小さな自治体の取り組みでご

ざいますが本日ご紹介させていただきます．話の前に，今

年の６月に元経済産業省の官僚だった古賀茂明さんが来ら

れて町を取材していきました．取材されたものがテレビ朝

日の報道ステーションでご紹介されましたので，先に流し

たいと思います．２０分近くあるので，少し短くさせてい

ただいてご紹介させていただきます． 

――ビデオ上映 

ビデオ見ていただきましたけれども，テレビなので綺麗

に編集されすぎていると思います．下川町ですが，道北の

町で面積が６４４平方キロメートルで，東京２３区とほぼ

同じ面積で，ここに３６００人が点在して住んでいる地域

でございます．ビデオにもありましたが，非常に寒い地域
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で雪が多く，マイナス３０度になります．スキーのジャン

プが盛んで，今年もソチオリンピックに候補として名前が

挙がっております，伊藤大地くんや葛西紀明くんは下川町

の出身でございます．女性では高梨沙羅さんという方が非

常に有名ですが，もう一人伊藤有希という，高梨さんは上

川町ですが，伊藤有希さんは下川の出身で，今年のソチの

オリンピックは町からも応援団を出していくのでは無いか

と思います．ジャンプは世界的に通用するようになってき

ていますが，２０人くらい子供たちが地域でジャンプをや

っています．皆，オリンピックに出てメダルを取ると信じ

てやまないです．大人たちも負けずに，最後の方でビデオ

にも出ましたが，世界に打って出られるような地域になっ

て充実していきたいと考えています．下川町は町の面積の

９割が森林です，その８０%は国有林で，国有林に間借りを

しているような地域でございます．１９５３年昭和２８年

ですが，自分たちの裁量がきく森林が欲しいと１２２１ヘ

クタール森林を購入することが出来ました．この時の購入

価格が８８００万，町の一年間の総予算が 1億円だったそ

うです．その時に８８００万円で山を購入しました．次の

年に台風が来まして，買った山が壊滅的な打撃を受けまし

た．昭和３１年，財政再建団体になりますが，その時に腐

倒木の処理をした結果，借金を返すことができました．但

し腐倒木を倒してしまったので，択伐の施業を選んで太い

木を切って施業が出来なくなったので，当時のリーダーた

ちが，ドイツの法正林という循環型の森林を作りだそうと，

そうすると一気に売れたり，一気に切ったりしないので持

続するし雇用も守られる．台風を機会に循環型の森林経営

をやろうと一定の面積を毎年植え続けています．だいたい

４０ヘクタールから５０ヘクタールを毎年植えて，間伐を

したり，枝打ちをしたり，林道をつけたりして地域の雇用

を守っていくと，愚直にも毎年植え続けまして５０年ほど

経過し，良い木を出せるようになってきました．過去に切

りすぎたとか反省する意味でも，北海道ではじめて平成１

５年に FSC という森林認証，これは国際的な認証ですが，

１０原則５６の基準という大変きびしい認証ですが，それ

を受けて何センチメートル以上は切らないですとか先住民

族指定生物多様性に配慮するとか，そう言うような森林経

営をやってきている．いろいろなものを間伐定量など，産

業にしていこうと，森林組合が小径木，中径木，間伐で出

るものを，それぞれ商品作りをしながら，炭焼きなどもや

りながら炭を焼くときに出る煙，そしてその煙を冷やして

取る木酢液，こういったものも商品化すると，枝から出る

オイルなども今は作り出して産業にしています．最後に森

林組合の工場の紹介ですが，北海道のゼロエミッション対

象にも数年前選ばれました．ここに雇用が出ておりまして，

だいたい年間６５人くらいの雇用がありますが，都市から

I ターンでくるのが６０％近く，森林関係につきたいと非

常に人気があります．人材能力などもやっていますが，２

０人，３０人がエントリー待ちです．森林を中心に平成１

０年からクラスター研究会，実行委員会なども産学官の連

携でございますけども，北海道は平成７年に道経連の古賀

さんが産業クラスター構想を出されて，我々も小さいなが

ら森林を中心にしたクラスターを形成して，産学官連携の

中で森林を優位産業と捉えていろいろなものを作り出そう

と取り組みを進めてきました．１０年に研究会を立ち上げ

て，いろいろな異業種の方々と毎週勉強会をしながら取り

組んできましたが，商品作りと共に，地域のグランドデザ

インを描こうということで，森林共生社会を目指した中で，

自然と産業と社会，これらが交わった所に暮らしやすい良

質な生活を築こうと，これらを目指した取り組みを進めて

きました．その結果クラスターで出たいろいろなアイディ

ア，事業化を具現化するために今，推進機構を第３セクタ

ーが持っていますが，ここが中心となり下川が進めてきた

カーボンオフセットやバイオマスの取り組み，FSC の森林

認証ですとか，様々なものをここが起点となってコンサル

も含めながら，内部に知識を集積した形で取り組んできま

した．下川の発展ステージということで，ここがお話した

循環型の森林経営で，１９５３年から２０００年くらいま

で，資源を創出しております．さらに２０００年くらいか

ら，新エネルギービジョンを策定しまして，エネルギー利

用をしようと，バイオマスの育成等で，平成１５年に FS，

具体化検討調査をやりながら，公共の温泉にバイオマスボ

イラーを初めて導入しました．これが成功しまして，公共

施設にどんどん出ています．バイオマスを使えば，環境に

いいと，温暖化対策に使えますと，先ほど清野さんからお

話ありましたけど，ＣＯＰ３で森林の二酸化炭素の吸収量

ですとか，排出削減ですとか活用することで非常に注目さ

れています．平成２０年に国の環境モデル都市の認定を受

けました．さらに，２３年には環境未来都市と認定を受け，

取り組みをどんどん進めています．バイオマスの取り組み

ですが，新エネルギービジョンを策定し，いろいろなデー

ターを集積して，エネルギーの使用料等を調べながら，当

時一番エネルギーを消費していた温泉にボイラーを導入し

ました．このボイラーはスイス製で，固形燃料を焚くとき

には含水率の加減が，発熱効率が非常に影響いたします．

高含水率でも炊けるようにスイスのボイラーを導入してお

ります．ボイラーを幼児センター，森林組合の集成材工場

などに導入しています．役場のボイラーについては，四つ

の離れた公共施設，これを地下配管でつなぎまして地域熱

供給という仕組みを構築しております．ここにバイオマス

ボイラーを導入したときには，民間の事業者さんから木屑

を購入しておりました．新エネルギービジョンで運用して

いたんですが，元々８０万 kcal と６３万 kcal の重油ボイ

ラーをエネルギー検討していく中で，６３万 kcal のボイラ

ーに変わり，１５.５万 kcal の木質ボイラーを入れたと言

うことです．工事費が７２００万で，二分の一を環境省さ
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で雪が多く，マイナス３０度になります．スキーのジャン

プが盛んで，今年もソチオリンピックに候補として名前が

挙がっております，伊藤大地くんや葛西紀明くんは下川町

の出身でございます．女性では高梨沙羅さんという方が非

常に有名ですが，もう一人伊藤有希という，高梨さんは上

川町ですが，伊藤有希さんは下川の出身で，今年のソチの

オリンピックは町からも応援団を出していくのでは無いか

と思います．ジャンプは世界的に通用するようになってき

ていますが，２０人くらい子供たちが地域でジャンプをや

っています．皆，オリンピックに出てメダルを取ると信じ

てやまないです．大人たちも負けずに，最後の方でビデオ

にも出ましたが，世界に打って出られるような地域になっ

て充実していきたいと考えています．下川町は町の面積の

９割が森林です，その８０%は国有林で，国有林に間借りを

しているような地域でございます．１９５３年昭和２８年

ですが，自分たちの裁量がきく森林が欲しいと１２２１ヘ

クタール森林を購入することが出来ました．この時の購入

価格が８８００万，町の一年間の総予算が 1億円だったそ

うです．その時に８８００万円で山を購入しました．次の

年に台風が来まして，買った山が壊滅的な打撃を受けまし

た．昭和３１年，財政再建団体になりますが，その時に腐

倒木の処理をした結果，借金を返すことができました．但

し腐倒木を倒してしまったので，択伐の施業を選んで太い

木を切って施業が出来なくなったので，当時のリーダーた

ちが，ドイツの法正林という循環型の森林を作りだそうと，

そうすると一気に売れたり，一気に切ったりしないので持

続するし雇用も守られる．台風を機会に循環型の森林経営

をやろうと一定の面積を毎年植え続けています．だいたい

４０ヘクタールから５０ヘクタールを毎年植えて，間伐を

したり，枝打ちをしたり，林道をつけたりして地域の雇用

を守っていくと，愚直にも毎年植え続けまして５０年ほど

経過し，良い木を出せるようになってきました．過去に切

りすぎたとか反省する意味でも，北海道ではじめて平成１

５年に FSC という森林認証，これは国際的な認証ですが，

１０原則５６の基準という大変きびしい認証ですが，それ

を受けて何センチメートル以上は切らないですとか先住民

族指定生物多様性に配慮するとか，そう言うような森林経

営をやってきている．いろいろなものを間伐定量など，産

業にしていこうと，森林組合が小径木，中径木，間伐で出

るものを，それぞれ商品作りをしながら，炭焼きなどもや

りながら炭を焼くときに出る煙，そしてその煙を冷やして

取る木酢液，こういったものも商品化すると，枝から出る

オイルなども今は作り出して産業にしています．最後に森

林組合の工場の紹介ですが，北海道のゼロエミッション対

象にも数年前選ばれました．ここに雇用が出ておりまして，

だいたい年間６５人くらいの雇用がありますが，都市から

I ターンでくるのが６０％近く，森林関係につきたいと非

常に人気があります．人材能力などもやっていますが，２

０人，３０人がエントリー待ちです．森林を中心に平成１

０年からクラスター研究会，実行委員会なども産学官の連

携でございますけども，北海道は平成７年に道経連の古賀

さんが産業クラスター構想を出されて，我々も小さいなが

ら森林を中心にしたクラスターを形成して，産学官連携の

中で森林を優位産業と捉えていろいろなものを作り出そう

と取り組みを進めてきました．１０年に研究会を立ち上げ

て，いろいろな異業種の方々と毎週勉強会をしながら取り

組んできましたが，商品作りと共に，地域のグランドデザ

インを描こうということで，森林共生社会を目指した中で，

自然と産業と社会，これらが交わった所に暮らしやすい良

質な生活を築こうと，これらを目指した取り組みを進めて

きました．その結果クラスターで出たいろいろなアイディ

ア，事業化を具現化するために今，推進機構を第３セクタ

ーが持っていますが，ここが中心となり下川が進めてきた

カーボンオフセットやバイオマスの取り組み，FSC の森林

認証ですとか，様々なものをここが起点となってコンサル

も含めながら，内部に知識を集積した形で取り組んできま

した．下川の発展ステージということで，ここがお話した

循環型の森林経営で，１９５３年から２０００年くらいま

で，資源を創出しております．さらに２０００年くらいか

ら，新エネルギービジョンを策定しまして，エネルギー利

用をしようと，バイオマスの育成等で，平成１５年に FS，

具体化検討調査をやりながら，公共の温泉にバイオマスボ

イラーを初めて導入しました．これが成功しまして，公共

施設にどんどん出ています．バイオマスを使えば，環境に

いいと，温暖化対策に使えますと，先ほど清野さんからお

話ありましたけど，ＣＯＰ３で森林の二酸化炭素の吸収量

ですとか，排出削減ですとか活用することで非常に注目さ

れています．平成２０年に国の環境モデル都市の認定を受

けました．さらに，２３年には環境未来都市と認定を受け，

取り組みをどんどん進めています．バイオマスの取り組み

ですが，新エネルギービジョンを策定し，いろいろなデー

ターを集積して，エネルギーの使用料等を調べながら，当

時一番エネルギーを消費していた温泉にボイラーを導入し

ました．このボイラーはスイス製で，固形燃料を焚くとき

には含水率の加減が，発熱効率が非常に影響いたします．

高含水率でも炊けるようにスイスのボイラーを導入してお

ります．ボイラーを幼児センター，森林組合の集成材工場

などに導入しています．役場のボイラーについては，四つ

の離れた公共施設，これを地下配管でつなぎまして地域熱

供給という仕組みを構築しております．ここにバイオマス

ボイラーを導入したときには，民間の事業者さんから木屑

を購入しておりました．新エネルギービジョンで運用して

いたんですが，元々８０万 kcal と６３万 kcal の重油ボイ

ラーをエネルギー検討していく中で，６３万 kcal のボイラ

ーに変わり，１５.５万 kcal の木質ボイラーを入れたと言

うことです．工事費が７２００万で，二分の一を環境省さ

んからいただき，二分の一の負担という形です．当初，木

質を入れた方が年間５，６０万高くなるのではないかとい

う試算の上導入しました，ベース部分を木質ボイラーでま

かなう予定でした．現在ですが，これは先ほどの五味温泉

に入れている燃料です，これは民間の集成材工場から出る

破材です．糊が付いているので，製紙にはならないので，

未利用な資源でした．当時一施設だったので，一方向で供

給していたが，どんどんボイラーを導入するにつれ，一方

向では製材事業者さん，集成材工場が材をひかなくなって

しまうと供給がストップしてしまうので，林地残材を北海

道開発局さんと連携いたしまして，河川の支障木，ダムの

流木などを一カ所に集積する基地を設けまして，木質原料

製造施設で木屑にして他の施設に供給しています．公共施

設の約４２％が木質になっています．今年度の事業と昨年

度の事業を今，小学校，中学校を計画して，今年は小学校

と地域の町立病院，ここにも導入しようと思っています．

来年度には７０％くらいがまかなえるのでは無いかと思い

ます．ここで木質原料製造施設です，林地から出てくる林

地残材等集積し天然乾燥したものを備蓄しています．ここ

はエネルギー共同組合スタンドや灯油を扱っているところ

が組合を作って町の指定管理をしています．設備はすべて

町の方が整えて指定管理ということで，儲かる施設になっ

ていますので，年間１８０万円は町に納入してくださいと，

町はそれを積み立てて次の展開に進むという形です．１８

０万以上儲かるような仕組みになっています．これは林地

残材を収集するもので，間伐しても価値の無い材は，山に

捨てられていたが，それを持ってくる作業が非常に上手く

やらないとコストがかかりすぎる．林道の側をいろいろと

試験をしながら林地残材を集めています．一方で資源エネ

ルギーとして木材は，栽培してみてはどうだろうかと平成

１９年に柳を試験栽培しております．森林総研さんとやっ

ていますが，柳は北の寒い地域でも初期成長が早い，一回

切っても芽が残っていればどんどん出てくる，北欧やイギ

リスではエネルギー作物になっています．だいたい１０ヘ

クタールくらい行っています．機械化して植えるのも一回

なのですが，手作業でやりまして収穫は機械化しようとサ

トウキビやデントコーンの収穫機を使えないかと試験でや

っています．あまり太くしないように四年から五年で切っ

てしまう，というような仕組みで研究が進んでいます．森

林のバイオマスを活用することによって環境にも良いとい

うことで，先ほど清野さんから J-クレジットが出ましたけ

ど，私どもは J-クレジットの前身でもあります国内排出量

取引に対しまして，環境省がやっています J-VER，カーボ

ンオフセットクレジット．この制度を研究しました．１９

９７年に京都議定書が締結されて，その後，森林が持つＣ

Ｏ２の吸収，これが認められて２００２年には取引したい

と，国内では制度が無かった為に，海外展開し海外の企業

に買っていただけないかと研究をしました．日経新聞にも

出たのですが，それから農水省，環境省さんからそれはよ

くないことだとお叱りを受けて，その時には時代が早かっ

たのかと．平成 20 年から J-VER ，クレジット等を環境省

さんと一緒に実証，制度設計をやってきました．各種の先

生方を入れながら２０年に制度設計をし，２１年から実証

で企業さんに買っていただいています．最初に坂本龍一さ

んの団体モア・トゥリーズが我々と提携を結んで，資金提

供してくれまして，下川町はじめ四町協議会を組んでいる

んですけども，森林にお金を入れてくれるということで始

まりました．エコポイント制度で JCB さんなどや日本医薬

機構，プロ野球の試合など３時間を越えた部分，ＣＯ２排

出分を四町協議会を含めた中でオフセットするもので，札

幌ビールさんは生ビールを売った分を下川町の森林に還元

をすると．こちらは連携協定を結んでいます．横浜市戸塚

区，ここが運動会など行事をやるときに出るＣＯ２をオフ

セットプレスします．このような形でどんどん，企業や都

市の皆さんと交流を含めたオフセットプレスをやっていま

す．実証をやった２１年から２３年の３カ年で約１億３千

万の資金を提供していただいております．いろいろな企業

さん達と交流を深めているところであります．一方で森林

を整備しても住宅までは，サプライズチェーンを自分たち

が育てた木材で，自分たちの地域に家を建てるという仕組

みは全くありませんで，クラスターの研究会の中で，やは

り地域で採れたものをやはり地域で家が建てられるような

仕組みにしようと，地元の工務店で家が建てられるように

しようという取り組みをさまざま進めてきて，地域材を活

用すると共に省エネの住宅，そしてゼロカーボンの住宅を，

これは環境省の補助をいただいて，ゼロカーボン・エコハ

ウスというモデルハウスを建てました．これを建てること

によって，見ていただくショールームができたと．泊まる

こともできます．温泉のゲストハウスとしても使っていま

す．こういったものが出来たことによって，様々な地域材

の売れ行きも良くなってきました．こういった技術は地元

に工務店等，持ったものがおりますので，地元で家を建て

るときに地中熱のヒートポンプを入れたり，壁の厚さは３

００ミリのウッドファイバー，木質の断熱材を使っていま

す．こういった技術がどんどん公共施設にも普及しており

ます．また，住まい造りの支援としてリフォームにも支援

をしています．１００万円を超えるような気密断熱を加え

るような場合，いくら支援しますと，年間３０件くらいの

リフォームが進められています．２０００万円くらいの補

助金の他に，総事業費として１億５千万くらいが，地域の

中でリフォームすることによって回るということでござい

ます．環境モデル都市，環境未来都市，環境モデル都市は

低酸素社会を築こうという国の思惑のなかで高い目標を掲

げて，野心的な政策をしていくという，うちの地域は２０

５０年までに森林整備を進めながらＣＯ２の吸収量を４.

５倍，ＣＯ２の削減を６６％地域で削減しますという高い
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目標を掲げて指定を受けました．最初は北海道では帯広と

６都市が受けて，そのほかに１３都市．政権が変わって，

環境保全都市は自民党政権下だったのですが，民主党政権

から環境未来都市となって低炭素だけでなく，高齢化や地

域の産業を強くする，そしてモデル的なものを作りながら

海外にも輸出展開するという施策です．この指定を２３年

に受けたところであります．下川は環境未来都市として，

まず森林資源，これを相互産業化するということを掲げて

います．相互産業化する中で，エネルギーも木質バイオマ

スを活用しながら完全自給してしまおうと，森林資源を活

用しながら豊かな生活を享受しようと．先ほど，当時平成

１０年，１２年くらいにクラスター研究会で掲げたグラン

ドデザインをさらにブラッシュアップして環境未来都市を

目指そうと言う戦略で進んできております．木材の森林相

互産業化ですが，町有林を含めた私有林，広大な面積を持

つ国有林，ここと共同施業することによって地域の中に財

が落ちてくるような仕組みを作りながら，生産拡大，そし

て効率化を図っている．利用材としてだいたい５０％出る

のですが，そのほか無駄なもの５０％出ますので，最後木

質バイオマスエネルギーで熱・電気等を作り出していくと

いうような計画であります．時代は FIT 固定価格買い取り

制度ができていますし，非常に追い風なところでございま

す．もうひとつ先ほどのビデオで最初に出てきたコミュニ

ティを再生していこうと言うことで，限界集落をモデルに

パイロット事業を展開しています．町の中から１０キロほ

ど離れた１３０人くらいの地域ですが，ここをエネルギー

自給させることによって地域作りをしていこうと．地域資

源を使った産業作りもしながら過疎を再興させようと，さ

らに地域は人ですので，人を都市から導入しようというこ

とで新しい人材を入れながら地域作りを進めています．こ

ちら木質バイオマスボイラーから出る，熱・電気，電気は

太陽光のパネルを付けていますが，今現在６個，お店，食

堂も工事中です．こういったパイロット事業もやって限界

集落で一つのモデルを作って，これを下川の中心部へも波

及させていきたいなと思っています．連携協定を行ってい

る北海道大学さんで，資源のポテンシャル，食料やエネル

ギーの資源，それから肥料は，うちの町のポテンシャルは

非常に高いということです．うちの町のエネルギーの需要

ですが，強い産業がないので家庭で消費されるエネルギー

が非常に多く半分くらいです，灯油も多くこれらを自給す

ることが出来れば，地域の産業も伸びるではないかという

ことで，産業連関表を用いて，地域のお金の動きを追って

みております．そうすると儲かるのは農業と林業しかなく

て，後は赤字で年間５２億円くらい，エネルギーで１２億

円くらい外に出っぱなしですよと．これをいかに域内で循

環させるかということをテーマに施策に反映させています，

域内で年間２１５億くらいの総生産です．いかに域内に回

すかということを電気，燃料，熱，こういった部分をやっ

ていこうと．熱だけですが，年間１６００万から２７００

万くらい公共施設を木質に変えることによって，コスト削

減できていますので，こういったものを住民に見える形で

還元したいという施策も起こしております．だいたい電力

で５.２億円，熱で７.５億円，これをいかに域内に循環さ

せるかという仕組みを拡大していけるかというのが最大の

テーマです．そうすることによってリスク回避ですとか，

域内循環がまとまったりしていけるのではないかと思いま

す．お正月でしたか，北大の先生が北海道のエネルギーを

再生可能エネルギー直接ではこのくらい，間接ではこのく

らい，合計ではこのくらい，効果があらわれるのではない

かということで，うちの地域をさらに拡大していけば，さ

らにこうゆう効果が出来るのではないかということが新聞

に出ていました．こういうことをやって小さい地域ではあ

りますが，地域資源を活用しながら地域の自立に向かって

いけるのではないかと考えながら進めています．非常に小

さい町の取り組みだと最初にお話しましたが，我々地域が

自立できることになると，これは北海道の自立にもつなが

るのではないかと．今全国に自治体，市町村は１７１１あ

ります．そのうち町村というのが，９３０くらいあります．

５３％ということで，その地域が地域独自のエネルギー資

源を活用し，地域活性化をしていくと本来の日本の自立に

繋がっていくのではないかと願いつつ，小さい地域でこう

いった活動をしているところであります．私のお話はこれ

で終わらしていただきます．ありがとうございます． 
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